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北 ユー ラシア諸語 におけ る引用表現

庄 司　博 史

　 日本語の格助詞 「と」 には,引 用節(句)を 導 く場合があ るが,大 き く次の二

つの形式 に分類 できる。

　 1.　 「言 う」 「尋ね る」 「命ず る」 な どの言為動詞 とともに,直 接発話 の内容 を

　 　引用す る場合。

　 　　　　 〔例〕　 彼は,明 日来 るよ,と 言 った。

また,「 思 う」　 「知 る」 な どと共 に心話 を引用する場合 もこれに含め る こ とが で

きる。

　 　　　　 〔例〕　 わた しは,彼 が正 しい,と 思 う。

　2.上 の ような言為動詞に伴われずに,行 為の前提 とな る意志 や思考 を示す場

　 　合。

　 　　　　 〔例〕　 今 度 こそ合格 す るぞ,と 彼 は勉強 した。

このほかに,こ のグループには,擬 態 擬音語 を導 く場合 や,実 際 の発話 内容 を,

言為動詞に伴われずに副詞句 として表現す る場合がある。

　 　　　　 〔例〕　 汽車が ゴ トゴ トと 進んだ。

　 　　　　　　　　 みんな,さ ような ら,と 手を振 った。

1.の ように,言 為動詞あ るいは,そ れに類す る動詞に伴 われる場合 は もちろん,

2.で も 「(と)言 って」 を補 って も文は成立す るため,「 と」 は 「言 う」 とい う動

詞 と潜在的に深 く関係 している と考 える ことができ よう。

　 いわゆ るアル タイ語に も1の 引用の助詞にあた るものが存在 するこ とは知 られ

てい るが,こ れ らは,ほ とん どの場合において,2の 表現に も用い られる。次 に

トル コ語 を例に とって示す。

　 1'.　 Nereye　 gidiyorsun　 diye　sordum.

　 　　 どこへ行 くん だい と訪ねた。
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　2'.　 lslk　gorulmesin　 diye　pencerleri　kapadi.

　　 　 光が見 えぬ ように と窓を閉 じた。

ここで用い られ るdiyeはdemek「 言 う」 の副動詞形 で,ほ ぼ 日本語の 「言 っ

て」 に相 当す る。 これ と同様に引用の 「と」 に当たる位置 に伝達動詞 の副動詞形

を用い るのは,い わゆ るアル タイ語 すべ てにおいてみ られる。2.に おいて1.と

同 じ要素 が用い られるのは,1.の ような具体 的伝達行為 を示 す表現形式 が,2.の

ような目的 ・意志 な どの内的抽象的行為の表現に内話 として迂 曲的に用 いられた

ため とみる ことが できよう。 ところで 「と」 に相当する要素 がこれらの言語 で必

要 なのは,次 の ような理 由に よる と考 えられる。 まず,基 本語順 がSOVで ある

ため,補 語 としての引用節は述語動詞に先行す ることになる。 これらの言語 では,

補 文を名詞 化することも可能 であ るが,引 用節の場合は,名 詞 化に より文 として

の陳述度が後 退するこ とは,避 けがたい。 したが って,引 用節を,地 の文 からそ

の ままの形で保護 し,ま た統辞的機能 を標示 する要素が必要にな る。その ような

要素 として 日本語 では,格 助詞 「と」 が用 いられたのに対 し,ア ル タイ諸語 では

上記の ように 「言 う」 を意味する動詞 の副動詞形 を用いたわけであ る。注 目すべ

きは,日 本語の動詞 「言 う」 と異 な り,ア ルタイ諸語 においては,最 も基本的な

「言 う」 を意味す る動詞 は,そ の補語 としての引用節 に 「と」 に当 る要 素 を必 要

とせず直接後置 され ることであ る。 したがって,こ のこ とが,副 動詞の本来の動

詞性 をほ とん ど払拭 し文法機能のみを持つ小辞に転化 させる原 因にな った と考 え

られよう。 また,こ れ らの現れ る位置は1'.2'.の ように,引 用節 の後,す なわ

ち述語動詞側 であ り,SOVを 基本語順 とする言語 が一般 に統辞機能標示素 を後

置する とい う原則 と合致 してい る。 ところが,実 際には引用節 が,本 動詞 の後 に

現 われる とい う,基 本語順か らみれば,変 則的な例 がみ られる。 しか し,基 本文

型 を とった場合,引 用節が長い と,理 解す るうえで文末の本動詞 まで相当の心理

的負 担があ る。 ところが,引 用節が,後 置 され ると,本 動詞 は以下 に続 く引用節

を予告す ることにな り,負 担 は軽減 される。つ ぎの古代 チュル ク語にみ られ るよ

うに,本 動詞 を予告語 として引 用節 に先行 させ る表現は,ほ とん どのアル タイ諸

語で定型化 している ようである。

　　 　 bodisatawa　 inca　tip　saginti.........tip.
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　　　 ボー ディサ タウは こう(言 って)考 えた 「………」 と。

　 ところで副動詞形 を引用 の小辞 と して用い る非常に類似 した表現 が,ウ ラル語

族 のチ ェレミシ語 とヴォチ ャーク語 においてみられるが,こ れは,チ ュル ク系諸

語 の影響 に よる もの と考 え られる。以下 はヴォチャー ク語の例であ る。

mon Jegipetyn ju vuzaske šusa kylum.

私 はエジプ トの穀物が売 られた と聞い た。

eksei kunojosyz adz šusa pyrem.

　　　王 は客 を見 るんだ と入 ってきた。

　 ところが,ヴ ォチ ャー ク語や ジ リエー ン語 には,pe～paな どの小辞が引用節

の標識 として用い られ る。

 

`  acim -no ug todki' pä  §uam .

自分 自身 も知 らない,と 言 った。

　 しか し,こ の要素 は,ア ルタイ諸語 におけるように,必 ず しも引用節 のあ とに

置 かれる とは限 らず,引 用節 の聞 にわ りこむ例が多 くみ られ る。 これは,多 くの

ウラル諸語 におい て 「言 う」 を意味す る動詞が引用節にわ りこむ傾 向がある こと

と一致 していると考 える。 そ して,こ の ような場合1こ れ らは,伝 聞の文副詞 に

ちかい機能 を持 つ ように思 われる。 ウラル語 のこの ような特徴はアル タイ諸語 と

異な ると思 われるが,こ れは,ウ ラル語 が,一 般 に考 えられてい るように,厳 密

な意味で,動 詞 文末言 語ではない ことか らきているのか もしれない。
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